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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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3
月

下記日程は支部会館を休館します。

４月４日（月）終日

書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
20
年
以
上
の
運
動
の
末
に

勝
ち
取
っ
た
杉
並
区
公
契
約

条
例
。
昨
年
４
月
に
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
▼
ど
ん
な
良

い
制
度
も
「
で
き
て
終
わ
り
」

で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
理
解
さ

れ
運
用
さ
れ
る
事
で
こ
そ
大

き
な
力
に
な
る
も
の
で
す
。
▼

現
場
訪
問
で
聞
き
取
る
と
現

場
監
督
さ
ん
か
ら
は
「
周
知

し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
多
い

で
す
が
、
職
人
さ
ん
に
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
▼

現
在
の
賃
金
下
限
額
は
一
人

前
の
「
技
能
者
」
の
場
合
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
９
割

で
す
。
し
か
し
未
熟
練
工
は
一

律
、
時
給
1
、
２
７
５
円
。
こ

れ
で
は
後
継
者
は
育
ち
ま
せ

ん
。
専
門
職
の
見
習
に
は
相

応
の
賃
金
が
必
要
で
す
。
▼
そ

し
て
、
設
計
労
務
単
価
が
こ
の

10
年
で
5
7.
4
%
も
上
昇
し

て
い
る
の
に
、
賃
金
が
上
が
ら

な
い
と
い
う
仲
間
の
な
ん
と

多
い
こ
と
か
。
▼
確
か
に
上
位

企
業
に
賃
金
・
単
価
の
ア
ッ
プ

を
要
求
す
る
の
に
は
勇
気
も

必
要
で
す
が
、
声
を
出
し
て
こ

そ
相
手
も
考
え

ま
す
。
▼
公
契

約
条
例
と
い
う

武
器
を
、
周
知

し
、
現
場
か
ら

の
声
で
磨
き
上

げ
て
仕
事
と
く

ら
し
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
公契約を磨き上げる
（栗林弘行・常任執行委員）

労働保険の
年度更新です3

憲法守る2・27
杉並市民集会２

４月中旬から事業所の年度更
新を受け付けます。４月から
雇用保険料も変わります。要
チェック！

２月27日の市民集会に124人が
参加。この夏７月の参院選がヤ
マ場です。

死活
問題

届出が
義務化

求む情報

インボイス

アスベスト
事前調査

大手企業交渉

　年収300万円の手間
請でも10万超える消費
税を納めることに！
　フリーランスの死活
問題が簡単にわかるサ
イトです。
「STOPインボイス」で
検索を。

　４月から請負金額100
万円以上の改修工事等で
事前調査と結果届出が義
務化されます。詳しくは
支部まで。

　４月23日と24日を中
心におこなう春の大手
企業交渉。現場からの
声が力になります。
　お困りごとなどの情
報を支部までお寄せく
ださい。
　℡03-3313-1445
　（高取）

２月23日（水・祝）のフードバ
ンクもってけ市に支部から５人
が運営に参加。

①労働者が区に申し出られる
報酬下限額より低賃金の場合、
区に申し出られる。
②一人親方も対象
事実上労働者である一人親方
も条例で守られています。
③設計労務単価の９割の例
　大　工　23,040円
　左　官　25,290円
　とび工　25,110円
　塗装工　27,270円
　未熟練工は時給1,275円

現
場
の
声
で
育
て
よ
う

　

昨
年
４
月
に
適
用
が
始

ま
っ
た
「
杉
並
区
公
契
約

条
例
」
は
公
表
さ
れ
て
い

る
昨
年
の
11
月
ま
で
29
件

の
工
事
に
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
杉
並
区
が

契
約
す
る
①
②
③
が
対

象
で
す
。
①
予
定
価
格
５
、

０
０
０
万
円
以
上
の
工
事

や
製
造
の
請
負
契
約
、
②

予
定
価
格
１
、０
０
０
万

円
以
上
の
建
物
清
掃
、
建

物
管
理
、
庁
舎
警
備
、
庁

舎
窓
口
業
務
な
ど
、
③
す

べ
て
の
指
定
管
理
協
定
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
10
年

連
続
で
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
引
き
あ
が
っ
て

い
ま
す
。　

　

杉
並
区
の
条
例
で
は
、

現
場
労
働
者
の
賃
金
に
つ

い
て
東
京
都
の
単
価
の
９

割
を
下
限
額
と
し
て
い
ま

す
（
左
の
表
参
照
）
。
こ

の
金
額
よ
り
も
賃
金
が
低

い
場
合
は
そ
の
差
額
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

労
働
者
や
一
人
親
方
が
区

に
申
し
出
て
、
区
が
元
請

や
所
属
先
を
指
導
す
る
仕

組
み
で
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機

関
）
条
約
型
と
言
わ
れ
、

発
注
者
（
区
）
と
受
注
者

（
業
者
）
が
第
３
者
（
労
働

者
）
の
た
め
に
す
る
契
約

で
す
。
こ
の
条
例
を
活
か

し
て
賃
金
の
引
き
上
げ
を

実
現
す
る
の
は
現
場
か
ら

の
声
が
大
切
で
す
。　
　

　

条
例
適
用
の
現
場
で
働

く
時
は
自
分
の
賃
金
を
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ここが使えるポイント

杉並公契約条例
杉
並
区
公
契
約
条
例
適
用
か
ら
１
年

フードバンク「もってけ市」

３月21日（月・祝）午後３時～
阿佐谷駅南口広場

次回

ロシアはウクライナから撤退せよ
核の威嚇も言語道断

「
原
水
禁
運
動
発
祥
の
地
」

杉
並
か
ら
許
さ
な
い
声
を

　

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
を
開
始
。
21
日
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
一
部
の
自
称
「
共
和
国
」
を
国

家
と
し
て
承
認
し
、
翌
22
日
に
結
ん
だ

「
相
互
支
援
協
定
」
に
よ
る
「
集
団
的

自
衛
権
」
を
口
実
に
し
て
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
核
に
よ
る
威
嚇
ま
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　

東
京
土
建
は
３
月
１
日
に
「
ロ
シ
ア

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
抗
議
す
る
声
明
」
を
出
し
、
行
動

を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

戦
争
の
犠
牲
に
な
る
の
は
常
に
庶
民
。

そ
し
て
核
兵
器
は
人
類

と
相
い
れ
な
い
も
の
で

す
。
世
界
の
諸
国
民
や

国
内
か
ら
命
が
け
で
反

対
す
る
ロ
シ
ア
国
民
と

連
帯
し
「
原
水
禁
運
動

発
祥
の
地
」
を
自
認
す

る
杉
並
区
か
ら
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2022支部旗開きを２月８日に開催

田中区長・吉田はるみ衆議院議員らも駆け付け
　

２
０
２
２
年
の
旗
開
き
は
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
を
受
け
１
月
か
ら

延
期
し
、２
月
８
日
、
午
後
７
時
か

ら
支
部
会
館
と
分
会
セ
ン
タ
ー
を

W
E
B
で
つ
な
い
で
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

大
戸
龍
雄
委
員
長
が
公
契
約
条

例
の
実
効
性
確
保
や
C
C
U
S
活

用
、
全
世
代
の
結
集
な
ど
を
訴
え

た
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、田
中

良
区
長
や
吉
田
は
る
み
衆
議
院
議

員
を
は
じ
め
、５
人
の
都
議
（
写
真

掲
載
の
５
人
）
や
、
区
議
会
各
会
派

の
ご
来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。

　

続
い
て
目
録
に
て
分
会
表
彰
と

永
年
表
彰
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、

浅
田
正
昭
副
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
。一
年
間
の
飛
躍
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

田中良・杉並区長

団結ガンバロー
浅田正昭・副委員長

命
く
ら
し
ま
も
る

飛
躍
の
年
に

大戸龍雄・支部執行委員長

吉田はるみ・衆議院議員
（立憲民主党）

関口健太郎・都議
（立憲民主党）

早坂よしひろ・都議
（自民党）

あかねがくぼかよ子・都議
（都民ファースト）

原田あきら・都議
（共産党）

小宮あんり・都議
（自民党）
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憲
法
を
守
る
２
・
27
杉
並
市
民
集
会

７
月
の
参
院
選
が

　

憲
法
守
る
正
念
場

　

２
月
27
日
に
「
憲
法
を
守
る
杉
並
市
民
集
会
」
が

産
業
商
工
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
会
場
58
人
、

Y
o
u
T
u
b
e
で
66
人
、計
１
２
４
人
が
参
加
。衆
・

参
の
憲
法
審
査
会
の
委
員
３
人（
衆
院
・
吉
田
は
る
み
、

参
院
・
山
添
拓
・
福
島
み
ず
ほ
）な
ど
か
ら
話
を
聞
き
ま

し
た（
文
責
・
編
集
部
）。

狙
い
は
明
確
９
条
と

緊
急
事
態
条
項

　

山
添
拓
さ
ん
（
共
産

党
）は「
刑
法
や
民
法
の
改

正
の
話
で
は『
ど
こ
を
変
え

る
か
』
が
議
題
に
な
る
の
に
、

憲
法
改
正
議
論
は
そ
れ
が

な
い
。
実
は
9
条
と
緊
急

事
態
条
項
こ
そ
が
狙
い
だ

が
、そ
れ
を
国
民
に
わ
か
ら

せ
た
く
な
い
か
ら
だ
」と
指

摘
。
今
、
動
い
て
し
ま
っ
て

い
る
憲
法
審
査
会
に
つ
い

て
も
、委
員
長
か
ら「
憲
法

審
査
会
は
憲
法
違
反
の
疑

い
の
あ
る
事
例
に
つ
い
て
調

査
す
る
場
で
も
あ
る
」
旨

の
答
弁
を
引
き
出
し
た
こ

と
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

参
院
選
の
あ
と
は　

３
年
国
政
選
挙
な
し

　

福
島
み
ず
ほ
さ
ん
（
社

民
党
）
か
ら
は
、ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
た

状
況
は
満
州
事
変
に
似
て

い
る
と
の
話
や
、南
西
諸
島

に
限
ら
ず
日
本
全
体
で
自

衛
隊
と
米
軍
の
一
体
化
・
戦

争
の
準
備
が
進
ん
で
お
り
、

１
９
９
８
年
か
ら
議
員
を

し
て
き
た
が
今
ま
で
で
一
番

憲
法
改
悪
の
危
機
。
参
院

選
で
は
改
憲
を
隠
し
、そ
の

後
３
年
間
は
黄
金
の
３
年

間
。
権
力
者
が
戦
争
の
邪

魔
に
な
る
憲
法
を
変
え
た

い
、と
い
う
動
き
が
７
月
以

降
さ
ら
に
活
発
に
な
る
の

で
は
？　

な
ど
提
起
。
最

低
投
票
率
も
広
告
規
制
も

な
い
今
の
憲
法
改
正
国
民

投
票
法
に
つ
い
て
も
、自
民

党
議
員
か
ら
の
「
番
組
を

買
え
ば
い
い
」と
の
発
言
を

紹
介
し
ま
し
た
。

ヤ
ジ
に
も
現
れ
る

人
権
軽
視
の
体
質

　

吉
田
は
る
み
さ
ん（
立
憲

民
主
党
）は
、杉
並
区
で
生

活
保
護
申
請
を
試
み
た
人

が
窓
口
で
扶
養
照
会
を
強

要
さ
れ
、
申
請
を
断
念
し

た
話
を
報
告
。
改
憲
派
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
衆

院
憲
法
審
査
会
で
「
憲
法

を
守
ら
な
い
人
が
憲
法
を

議
論
す
る
資
格
な
い
」
と

話
し
た
と
き「
審
査
会
ひ
ら

け
て
、こ
れ
で
仕
事
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
ヤ
ジ
を
受

け
「
コ
ロ
ナ
の
第
五
波
で
３
、

０
０
０
人
が
な
く
な
っ
た
と

き
国
会
を
閉
じ
て
い
て
、そ

の
反
省
も
検
証
も
な
い
人

た
ち
に
資
格
な
ど
な
い
」と

反
論
し
た
こ
と
を
語
り
、東

京
入
管
で
食
事
も
で
き
ず

青
あ
ざ
を
つ
く
っ
て
い
た
ス

リ
ラ
ン
カ
人
男
性
の
事
例

を
紹
介
し
、人
権
に
対
す
る

日
本
の
理
解
の
問
題
を
提

起
。
選
挙
で
国
会
に
送
り

出
し
た
市
民
や
各
党
へ
の

謝
辞
を
述
べ
、こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
、と

締
め
ま
し
た
。

今
が
正
念
場

行
動
の
と
き

　

質
疑
応
答
の
あ
と
、
市

民
運
動
家
・
菱
山
南
帆
子

さ
ん
か
ら
の
行
動
提
起
で

は
「
憲
法
を
無
視
し
て
国

会
を
開
か
な
か
っ
た
人
た

ち
に
憲
法
か
え
る
資
格
な

い
」「
憲
法
審
査
会
も
傍
聴

し
て
支
援
を
」「
今
度
の
参

院
選
で
負
け
れ
ば
、
私
た

ち
は
、チ
ー
ン
（
ご
臨
終
）

で
す
よ
。
今
ま
で
な
ん
の
た

め
に
た
た
か
っ
て
き
た
の

か
」
と
、熱
意
を
こ
め
た
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
今
年

の
７
月
の
参
院
選
の
あ
と

は
衆
院
が
解
散
さ
れ
な
い

限
り
、３
年
間
国
政
選
挙

が
あ
り
ま
せ
ん
。
改
憲
派

か
ら
み
れ
ば
黄
金
の
３
年

＝
私
た
ち
に
は
暗
黒
・
地

獄
の
３
年
に
す
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
ま
す
。

憲法違反の国会議員たち

給料泥棒は誰？
国会も開かなかった

独裁を可能に？
緊急事態条項ダメ

　憲法99条で尊重擁護義務
を負っている国会議員が、憲
法変えろというのは違憲です。

　昨年７月に憲法53条の規定
による要請があったのに延々
国会を開かなかった自公政権。
 10月に開いたけど首相指名
ですぐ総選挙。給料泥棒は
誰？

改憲派の狙う「緊急事態条項」
は首相が宣言し、国会を停止、
法律並みの政令を出せること
で首相独裁を可能にするもの。

３
人
は
憲
法
審
査
会
の
委
員

YouTubeで
見られます

・強力で継続的なナショナリズム
・人権の軽視
・団結の目的のため敵国を設定
・軍事優先（軍隊の優越）
・はびこる性差別
・マスメディアのコントロール
・安全保障強化への異常な執着
・宗教と政治の一体化
・企業の力の保護
・抑圧される労働者
・知性や芸術の軽視
・刑罰強化への執着
・身びいきの蔓延や腐敗・汚職
・詐欺的な選挙

―― ローレンス・ブリット

資料１ ファシズムの初期の兆候

●軍隊は国民を守るもの　
●武力で紛争を解決できる
●日本の帰還兵はＰＴＳDにならず自殺も
しない
●アメリカが自国のために日本を犠牲にし
ない
●戦争すれば勝てる。被害はない
●攻撃されても原発は標的にならない
●敵を作ってもテロの標的にはならない
●戦争で犠牲になるのは自衛官だけ
●軍事費が膨大になっても国民の福祉に影
響ない

●軍需産業が儲けた利益が国民にまわる
●軍隊をもっても人権の保障には影響ない
●軍事情報が開示され文民統制が可能
●日本の政治家は米国の要求を拒否できる
●日本の政治家は軍需産業の意向に左右
されない
●憲法を変えれば独立主権国家になれる
●武装しても中立でいられる
●戦前失敗した軍の統制を今の政治家が
できる
　　どれだけ楽観的なのでしょう。

資料2 この楽観は危ない

力の理論に乗る必要なし

労働者は戦争に反対する
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
は

軍
需
産
業
の
望
む
も
の

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
声

が
世
界
に
広
が
り
、
杉
並

で
も
区
民
の
行
動
が
起
き

て
お
り
、
東
京
土
建
杉
並

支
部
の
仲
間
も
こ
う
し
た

運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

脅
威
に
お
び
え
？

軍
拡
に
走
る
国
も

　

一
方
、
世
界
的
に
も
軍

事
的
緊
張
が
高
ま
る
と

の
宣
伝
が
な
さ
れ
て
お

り
、ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ル
ツ
首

相
が
軍
の
増
強
に
今
年
１
、

０
０
０
億
ユ
ー
ロ（
約
13
兆

円
）
を
投
じ
る
方
針
を
表

明
す
る
な
ど
、
軍
拡
の
動

き
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、一
部
政

治
家
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、ロ

シ
ア
・
北
朝
鮮
・
中
国
脅
威

論
が
ふ
り
ま
か
れ
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
ば
か
り
か
核

保
有
・
核
共
有
論
な
ど
が

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

垂
れ
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
っ
か
な
い
話
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
威
勢
の
良
い

話
に
は
要
注
意
で
す
。

庶
民
が
流
し
た
血
を
啜
る

権
力
者
と
死
の
商
人

　

最
も
大
事
な
こ
と
は
、

軍
拡
や
軍
事
行
動
は
、
わ

れ
わ
れ
庶
民
一
人
ひ
と
り

の
犠
牲
の
上
で
、一
部
の
権

力
者
や
武
器
商
人
（
死
の

商
人
）
が
肥
え
太
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

戦
場
で
た
た
か
い
命
を

落
と
す
の
は
兵
隊
で
す
。

　

巻
き
添
え
に
な
っ
て
殺

さ
れ
る
の
も
ほ
と
ん
ど
は

庶
民
で
す
。

　

建
設
労
働
者
の
先
輩
た

ち
は
か
つ
て
の
戦
争
で
動

員
さ
れ
て
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
そ
の
苦
い
経
験
に

立
ち
、
私
た
ち
東
京
土
建

は
「
二
度
と
戦
争
に
協
力

し
な
い
」「
平
和
で
こ
そ
建

設
業
は
成
り
立
つ
」
を
合

言
葉
に
平
和
運
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

軍
拡
や
核
抑
止
論
は

明
る
い
未
来
の
な
い
道

　

軍
隊
は
国
家
権
力
を
守

る
も
の
で
、国
民
一
人
ひ
と

り
を
守
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
衛
隊
法
で
も

「
国
の
平
和
と
独
立
」「
国

の
安
全
」
を
保
つ
と
あ
り
、

「
国
民
」の
保
護
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
警
察
の
仕

事
（
警
察
法
で
は
個
人
の

生
命
、
財
産
等
の
保
護
に

任
じ
…
…
と
あ
る
）で
す
。

　

そ
し
て
軍
隊
に
は
秘
密

が
つ
き
も
の
。普
通
の
人
間

は
兵
器
で
は
飯
は
食
え
な

い
。
軍
拡
で
は
経
済
成
長

も
で
き
な
い
の
で
す
。軍
拡

で
成
長
で
き
る
の
は
、兵
器

を
売
っ
て
飯
を
食
う
死
の

商
人
と
そ
の
周
辺
、
権
力

者
た
ち
の
世
界
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、左
上
の
資
料
１

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
兆
候
が
見

ら
れ
た
な
ら
声
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
の
軍
隊
化
で

若
者
が
米
軍
の
犠
牲
に

　

さ
ら
に
日
本
は
敗
戦
の

結
果
、
半
ば
米
国
の
支
配

下
に
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊

は
米
国
の
た
め
に
創
ら
れ

（
す
ぎ
な
み
７
９
２
号
３

面
参
照
）
、
日
米
合
同
委

員
会
（
左
上
表
）で
、日
本

の
高
級
官
僚
が
ア
メ
リ
カ

の
軍
人
と
結
ば
さ
れ
る
密

約
が
国
家
の
動
き
を
縛
っ

て
い
る
、こ
ん
な
現
実
が
あ

る
中
で
、
軍
拡
路
線
を
進

む
の
は
日
本
人
の
命
を
米

軍
に
捧
げ
る
だ
け
で
す
。

　

右
に
あ
る
資
料
２
は

２
０
１
８
年
４
月
の
支
部

役
員
学
習
会
を
報
じ
た
す

ぎ
な
み
７
９
７
号
か
ら
の

再
掲
で
す
が
こ
の
指
摘
は

今
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

対
立
を
煽
る
者
た
ち
に

ダ
マ
さ
れ
ず
、
私
た
ち
は

憲
法
を
活
か
し
た
平
和
外

交
を
求
め
る
。
そ
れ
は
庶

民
ゆ
え
の
必
然
で
す
。

すぎなみ797号
２面（ＰＤＦ）

すぎなみ792号
３面（ＰＤＦ）

【区民・塩田さん談】人としての気持ち
が問われている。政治家は命を守る姿勢

を問われている。「憲法守れ」も試されて

いる。人としての在り方が試されている。

人として区民の声

阿
佐
谷
駅
頭
で
声
上
げ
る
区
民

日米合同委員会
日　　本　　側 米　　国　　側
…　代　表　…
外務省北米局長

…　代　表　代　理　…
法務省大臣官房長
農林水産省経営局長
防衛省地方協力局長
外務省北米局参事官
財務省大臣官房審議官

…　代　表　…
在日米軍司令部副司令官
…　代　表　代　理　…
在日米大使館公使

在日米軍司令部第五部長
在日米陸軍司令部参謀長
在日米空軍司令部副司令官
在日米海軍司令部参謀長

在日米海兵隊基地司令部参謀長

ぎ再今ダ憲交民
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３
月
当
初
人
員
３
、１
４
４
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

岩
瀬　

博
志

設
計
・
製
図

井

荻

直
接
加
入

豊
川　

倫
太
郎

建
物
サ
ー
ビ
ス

井

荻

直
接
加
入

柴
田　

吏
音

と
び

井

荻

青
木　

勝
美

小
田
川　

蓮

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

久
慈　

勇
人

中
澤　

大
地

建
築
・
大
工

西

荻

直
接
加
入

宮
﨑　

風

電
気

西

荻

喜
夛　

勝
彦

工
藤　

一
輝

塗
装

富
士
見

直
接
加
入

市
川　

琢

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

新
谷　

隆
彦

塗
装

中

央

佐
々
木　

和
久

杉
山　

隆
道

塗
装

中

央

佐
々
木　

和
久

井
場　

直
樹

建
設
機
械
運
転

浜

福

平
良　

徹

岸
上　

大
介

設
計
・
製
図

浜

福

直
接
加
入

山
本　

由
佳

建
築
・
大
工

高

和

毛
利　

悟
史

宮
内　

佑
輔

建
設
機
械
運
転

高

和

飯
岡　

秀
斗

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｂ

設
計
・
製
図

高

和

深
見　

啓
子

原
田　

一
樹

電
気

泉

南

直
接
加
入

平
田　

海
斗

と
び

泉

南

岩
田　

直
之

鰀
貴　

爽

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

星
野　

栄
治

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2－7－7プチシャンブル101
℡ 03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2－36－15ＡＧビル

℡ 03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡ 03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡ 070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡ 03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡ 03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡ 03-3301-8579

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡ 03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

下記日程で年度更新を受け付けま
す（新規加入・委託換えは随時）。
①各種印鑑（事業所印・代表者印）
②保険料・事務費　
※賠責保険加入の方は売上確認書類

４月13・15・18・20・22・26日
５月11・13・16・18・20日
午前10時～11時45分、
午後１時～４時

　支部別館２階

※特別加入者の変更は３月
25日（金）までにご連絡を。
特別加入の日額変更は３月
中に届け出ないと７月中旬
まで前年度の日額での給付
になります。

労
働
保
険
年
度
更
新

　

仕
事
に
起
因
し
た
怪

我
や
病
気
の
備
え
「
労
災

保
険
」
と
失
業
を
防
ぎ
失

業
の
時
に
生
活
を
支
え
る

「
雇
用
保
険
」
。
３
月
ま

で
の
保
険
料
の
確
定
と
４

月
か
ら
の
概
算
の
手
続
き

「
年
度
更
新
」
を
下
記
日

程
で
お
願
い
し
ま
す
（
新

規
加
入
は
随
時
受
付
中
）
。

【
労
災
保
険
】

①
療
養
補
償
…
原
則
と
し

て
傷
病
が
治
癒
す
る
ま

で
無
料
で
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

②
休
業
補
償
…
初
診
日
よ

り
４
日
目
か
ら
平
均
賃

金
の
８
割
相
当
が
治
癒

ま
で
。

③
傷
病
年
金
…
１
年
６
ヵ

月
経
過
し
て
も
治
癒
せ

ず
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
は
傷
病
年
金
が
あ
り

ま
す
。

④
障
害
補
償
…
治
癒
後
に

残
っ
た
障
害
の
程
度
に

応
じ
年
金
ま
た
は
一
時
金
。

⑤
死
亡
保
障
…
遺
族

補
償
年
金
ま
た
は
一

時
金
、
特
別
給
付
金

（
３
０
０
万
円
）
、
葬
祭

料
（
３
１
５
、０
０
０
円

＋
平
均
賃
金
30
日
分
）。

●
保
険
料
は
業
態
ご
と
に

異
な
り
、
建
設
業
は
元

請
工
事
金
額
で
決
ま
り

ま
す
。
役
員
や
事
業
主

を
保
障
す
る
特
別
加
入

は
、
自
分
で
決
め
た
日

額
に
応
じ
た
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

【
雇
用
保
険
】

①
求
職
者
給
付

　

失
業
・
求
職
期
間
中
に

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

給
料
・
年
齢
・
離
職
理

由
に
よ
り
ま
す
が
、
最

高
で
月
25
万
円
程
度
。

②
育
児
休
業
給
付

　

最
長
で
子
が
２
歳
に
な

る
ま
で
。

③
雇
用
調
整
助
成
金
や
コ

ロ
ナ
対
応
休
業
支
援
金
・

給
付
金
な
ど
の
活
用
の

た
め
に
も
必
要
で
す
。

●
保
険
料
は
業
態
ご
と

（
一
般
・
建
設
・
農
林
水

産
・
清
酒
製
造
）
の
料

率
と
賃
金
等
で
決
ま
り

ま
す
。
事
業
主
が
ま
と

め
払
い
し
労
働
者
負
担

分
は
毎
月
の
給
料
支
払

い
時
に
天
引
き
し
ま
す
。

今
年
は
４
月
、
10
月
の

２
回
料
率
が
変
わ
り
ま

す
（
左
上
表
参
照
）
。

年度更新手続き日程

日
程

会場

　仕事を請負でしていれば、工事中の事故や引き渡し後の作
業の過失・欠陥などで賠償責任を負うリスクがつきまといま
す。賠償責任保険に加入して備えましょう。
　組合では１事故最高３億円までのプランをご用意。保険料
は業種と売上で決まります。直近の売り上げの確認できる書
類（確定申告書や決算書の損益計算書）をご用意のうえ支
部・双木まで。
※個人の日常生活での賠償への備えは、自転車保険の加入が
おすすめです（年掛金は個人型2,500円、家族型4,500円）。

４月から９月まで
保険料率 うち労働者分

一般 9.5/1000 3/1000
建設 12.5/1000 4/1000

10月から３月まで
保険料率 うち労働者分

一般 13.5/1000 5/1000
建設 16.5/1000 6/1000

請負仕事
するなら

必ず掛けておきましょう

賠償責任保険

雇雇用用保険の料率が４月から変更

10月からさらに引き上げ

受けよう健診

日曜や夜間もアリ

健康・医療相談どうぞ

国保組合が健康・医療相談窓口
を開設。医師・看護師らによる
電話健康相談は２４時間対応。

　早期発見・早期治療は重病を防ぐ第一
歩。アスベスト被害の発見にもつながりま
す。自分と家族・仲間のためにも年１回は健
診を受けましょう。
　直近の日曜健診は
　　３月27日・午前９時～12時
　　上井草診療所（要予約）。
　せいきょう・天沼診療所は夜間の日も。

個人最大50万 法人最大250万
昨
年
11
月
〜
今
年
３
月
の
売
上
を
要
チ
ェ
ッ
ク

事
業
復
活
支
援
金

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
む
け
の
「
事
業
復
活
支

援
金
」
で
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
の
売

上
を
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
１
年

の
同
月
と
比
較
し
５
割
以
上
の
減

収
月
が
あ
る
場
合
、
個
人
事
業
は
最

大
50
万
円
、
法
人
は
年
間
売
上
高

１
億
円
以
下
は
最
大
１
０
０
万
円
が

受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。
３
割
以
上

５
割
未
満
の
減
収
の
場
合
は
、
個
人

30
万
円
。

　

申
請
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が

基
本
（
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
は
あ

る
）
で
す
。

　

一
時
支
援
金
や
月
次
支
援
金
を

受
け
た
方
に
は
申
請
Ⅰ
Ｄ
が
で
て

い
ま
す
。
新
規
申
請
で
は
①
事
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
仮
登
録
し

て
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
請
Ⅰ
Ｄ
を
受

け
取
っ
て
か
ら
②
登
録
確
認
機
関

で
事
前
確
認
を
受
け
て
、
③
各
種
証

拠
書
類
を
デ
ー
タ
化
（
ス
マ
ホ
の
写

真
で
も
Ｏ
Ｋ
）
し
て
申
請
し
ま
す
。

説明会開催します３・28

事前確認の相談にも対応してくれる民
商・山田恭永会長が講師。一人で悩ま
ずぜひご参加を。

　　　３月28日（月）
　　　①午後２時 ②午後７時間

　　　支部会館３階

日時

会場 事務局HP

登録申請は組合へ

　就労履歴の蓄積・技能評価につながる建設
キャリアアップシステム（CCUS）。2020年度
から国交省の直轄工事での「義務化モデル工
事」などに始まり、次第に普及が進むなか、来
年度（2023年度）からの公共現場での原則化
にむけ、大手ゼネコンなどで急速に登録の動
きが強まっています。
　事業者登録も技能者登録も、登録窓口の杉
並支部にご相談ください。

　登録窓口で実際に入力処理をしている書
記が丁寧に説明します。予約不要です。

【日時】３月23日（水）
　　　　①午後２時　②午後７時
【会場】支部会館３階

（担当・村松・奥村・藤澤）

登録説明会３・23

建設キャリアアップシステム

お電話0120－201－099
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第 339 回

に
移
り
弟
子
た
ち
も
同
居
し
て
い
ま
す
。

20
歳
で
年
季
が
あ
け
、一
人
で
ア
パ
ー

ト
を
借
り
、し
ば
ら
く
は
夜
に
遊
び
に

で
か
け
る
暮
ら
し
も
経
験
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
結
婚
ま
で
。
23
歳
の
時
、同
郷
の

大
澤
兄
弟
の
妹
・
映
子
さ
ん
と
結
婚
し

所
帯
を
も
ち
ま
し
た
。そ
の
後
、子
ど
も

た
ち
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
た
め
に
も

が
ん
ば
ろ
う
と
仕
事

に
励
み
、町
場
中
心
の

五
十
嵐
タ
イ
ル
で
18

年
。
親
方
が
亡
く
な
り

廃
業
に
な
っ
て
か
ら
は
、

職
人
仲
間
の
誘
い
で
ゼ

ネ
コ
ン
現
場
で
働
い
て

い
ま
す
。

　

材
料
問
屋
の
営
業

マ
ン
だ
っ
た
高
橋
孝
志

さ
ん
（
現
・
井
荻
分
会

長
）
が
独
立
し
て
か
ら

は
、仕
事
で
も
組
合
で

も
深
い
つ
き
あ
い
で
す
。

　

桃
井
に
転
居
し
、分

会
移
動
し
た
最
初
の
総
会
で
声
を
か

け
ら
れ
て
副
分
会
長
に
な
り
、以
後
も

様
々
な
役
職
を
経
て
、
支
部
の
執
行
委

員
長
ま
で
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

職
歴
も
組
合
歴
も
52
年
に
な
り
ま
す
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
後
の
不
況

な
ど
多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

の
は
、め
げ
ず
に
が
ん
ば
る
、逃
げ
出
さ

な
い
、を
心
掛
け
た
こ
と
、そ
し
て
組
合

の
仲
間
た
ち
、
な
に
よ
り
家
族
の
支
え

あ
っ
て
の
こ
と
。こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も

み
ん
な
の
力
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
北
海
道
の
出
身
で
す
。
競
走
馬

の
産
地
で
有
名
な
浦
河
町
で
生
ま
れ
、

隣
の
様さ

ま
に似

町
で
育
ち
ま
し
た
。「
秀ひ

で
お夫

」

の
名
前
は
親
族
が
候
補
を
出
し
あ
っ
て

き
め
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
様
似
で
は
、
春
か
ら
秋

は
畑
仕
事
の
手
伝
い
、冬
は
凍
っ
た
川
を

自
転
車
で
走
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
し
た
り
。

　

父
が
製
材
工
場
で
働

い
て
い
た
縁
で
、工
場
も

遊
び
場
。
空
き
地
で
野

球
を
し
た
り
、
木
材
を

運
ぶ
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
た

り
。し
ょ
っ
ち
ゅ
う
大
人

に
怒
ら
れ
な
が
ら
も
、近

所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
父
の
同
僚

の
弟
が
東
京
で
タ
イ
ル

の
親
方
を
し
て
い
た
縁

で
、
成
田
東
に
あ
っ
た

五
十
嵐
タ
イ
ル
に
弟
子

入
り
。

　

親
方
の
家
に
隣
接
す

る
１
部
屋
３
畳
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
込

み
。飯
や
フ
ロ
は
親
方
の
と
こ
ろ
で
す
ま

せ
、家
に
は
寝
に
帰
る
だ
け
。親
方
が
組

合
に
熱
心
だ
っ
た
の
で
、弟
子
入
り
と
同

時
に
組
合
員
に
。
し
か
し
当
初
は
活
動

に
顔
を
出
す
余
力
は
な
く
、
仕
事
を
覚

え
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
。同
郷
の
大
澤
兄

弟
も
弟
子
入
り
。
と
も
に
５
年
の
修
行

を
積
み
ま
し
た
。こ
の
間
、親
方
が
宮
前

仲間と家族の支えを力に

め げ ず に が ん ば る

松
まつばら

原 秀
ひ で お

夫さん　井荻・タイル

２
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

26
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

　

木
下　
　

学（
泉　

南
）

　

大
田　

祐
樹（
企　

業
）

【
出
産
】

　

柴
田　

洋
一（
富
士
見
）

　

丹
野　

直
之（
浜　

福
）

   【
成　

人
】 

２
件

   【
新
入
学
】 

１
件

   【
資
格
取
得
】 

６
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

　

井
上　

弘
毅（
井　

荻
）

　

永
田　

公
俊（
西　

荻
）

　

市
岡　
　

洋（
浜　

福
）

　

安
藤　

邦
佳（
浜　

福
）

　

森
田　
　

厚（
泉　

南
）

　

桃
井　
　

茂（
泉　

南
）

　

小
橋　
　

慧（
企　

業
）

　

大
田　

祐
樹（
企　

業
）

　

他　

１
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

　

縫
村
利
一
郎（
浜　

福
）

　

岩
村　

正
造（
泉　

南
）

   【
家
族
死
亡
】 

２
件

組合員の子どもの新入学時にお祝いの図書
カード（5,000円相当）をプレゼントする「新
入学お祝い金」。昨年４月入学のお祝いは、今
年の３月で時効です。

【申請のしかた】
①慶弔金支給申請書（支部・分会にあります）
②親子関係と年齢の確認できる書類
（続柄記載の住民票や戸籍謄本などのコピー）
①②をそろえて、群・分会または支部に提出。

【対象は何年生まれの子？】
小学校…2014年（平成26年）４月２日～
　　　　2015年（平成27年）４月１日生まれ
中学校…2008年（平成20年）４月２日～
　　　　2009年（平成21年）４月１日生まれ
不明点は支部・中島まで ℡03-3313-1445

2021年入学は〆切せまる

新入学のお祝い
申請はお忘れなく

　

２
月
25
日
夜
発
、
27
日
夕
方
帰
り
、

後
継
者
対
策
部
主
催
の
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ

ツ
ア
ー
を
19
人
の
参
加
で
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
尾

瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場
。
直
前
に
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
で
の
陰
性
確
認
も
し
て
コ
ロ
ナ

対
策
も
ば
っ
ち
り
で
す
。２
日
と
も
好

天
に
め
ぐ
ま
れ
、
初
め
て
顔
を
あ
わ
せ

た
子
ど
も
た
ち
も
雪
遊
び
で
す
っ
か
り

仲
良
し
に
。
み
な
さ
ん
久
し
ぶ
り
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

家族と友達と雪遊びで仲良く

２月25日夜～27日・後継者対策部スキー・スノボツアー19人で開催

雪の滑り台も楽しめました準備運動はしっかりと

関
口
書
記
長
（
右
）
が
来
所

松原 秀夫さん

東電メーター工事件⑮

　

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ
ー
交
換
工
た

ち
が
、会
社
か
ら
の
不
当
な
首
切
り
や
仕

事
の
削
減
に
対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労

組
・
計
器
工
事
関
連
分
会
（
以
下
、組
合
）

に
結
集
し
て
た
た
か
っ
て
い
る
事
件
で
、

当
該
分
会
の
関
口
友
記
書
記
長
（
東
京
土

建
の
小
平
東
村
山
支
部
組
合
員
で
も
あ

る
）
が
支
援
要
請
に
来
所
、腰
塚
書
記
長

が
応
対
し
、団
体
署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令

（
２
０
２
０
年
２
月
）を
会
社
は
無
視
す
る

ば
か
り
か
、昨
年
３
月
で
組
合
員
13
人
全

員
を
雇
止
め
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も

う
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。当
初
は

昨
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
た
中
央
労
働
委

員
会
の
命
令
は
半
年
も
延
び
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
東
電
側
は
「
最

高
裁
ま
で
争
う
」
と
の
態
度
。

労
働
委
員
会
の
あ
り
方
も
問

わ
れ
る
事
態
で
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
言
葉
で
偽

装
的
な
業
務
委
託
の
広
が
り

を
許
さ
な
い
た
め
に
も
世
論

の
声
で
彼
ら
の
た
た
か
い
を
支

援
し
ま
し
ょ
う
。

業務委託から労働者まもるたたかい


